
                                    別紙１ 

 

ダイオキシン類環境調査結果について 

 

対象事業実施区域及びその周辺の水質（ダイオキシン類）について、令和 5 年 11 月 17

日に調査を実施した。 

 調査結果は、準備書ｐ6.6-8（469）に記載のとおりである。 

表 6.6.1-9 水質（ダイオキシン類）の調査結果（水質（有害物質）：現地調査） 

項 目 単位 
結 果 環境 

基準※1 
計量の方法 

W1 W2 W3 W4 W5 W6 

実測濃度※2 pg/L 11  15 24 130 1100 98 － 
平成 11年環境庁
告示第 68号 

(JIS K 0312 (2020)) 毒性等量※2 
Pg-TEQ/

L 
0.067 0.12 0.12 0.52 2.4 0.049 1以下 

※1：環境基準は、「ダイオキシン類による大気の汚染，水質の汚濁（水底の汚染を含む）及び土壌の汚染に係る環境

基準」（平成 11年 12月 環境庁告示第 68号）による。なお、水質の環境基準は年平均値である。 

※2：現地調査は、1回のみの実施である。 

 

ダイオキシン類の調査結果のうち，窪川下流部「W5」は環境基準を超過した。 

「W5」の計量証明書を次ページに示す。検出されたダイオキシン類の種類を解析した結

果、TeCDDsや OCDDが約 76％を占めた。 

廃棄物の焼却由来であれば、色々な物質が満遍なく検出されるが、農薬由来であれば特

定の物質が多く検出される傾向となっており、今回の検査結果でも、農薬由来に特徴的な

物質が多く検出された。過去に使用されたと推察される農薬(除草剤)の一種であるＣＮＰ 

※１、ＰＣＰ※２に含まれていた不純物に由来すると推測した。 

 

※１ ＣＮＰ(クロロニトロフェン） 

水田用除草剤。昭和 40 年 2 月 27 日に農薬取締法に基づく除草剤として登録。平成 8 年

9月 29日までに各製剤の登録失効。平成 15年 3月 10日販売禁止。 

 CNP中のダイオキシン同族体組成では、TeCDDsが大半を占め、次いでPeCDDsが多い。 

 

※２ ＰＣＰ(ペンタクロロフェノール） 

水田用除草剤、殺菌剤。昭和 30 年 9 月 22 日に農薬取締法に基づく殺菌剤として登録。

昭和 31年 12月 26日に除草剤として登録。平成２年 2月 19日までに除草剤各製剤が登録

失効。平成 2年 6月 26日までに殺菌剤各製剤が登録失効。平成 15年 3月 10日販売禁止。 

PCPの報告されているダイオキシン組成を見ると、多くの資料で OCDDが大きな組成比

率を占めている。 






